
日本基督教団 八ヶ岳教会     主日礼拝  NO.1179  2021 年 7 月 4 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  露木淳司    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  平尾文子   11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  68 父なるみかみに 

祈  禱 

使徒信条 566 

聖  書 詩編 8:2~3 

マタイによる福音書21:14~16 

讃 美 歌 265 世びとの友となりて 

説  教 『こんがらがって子供たちの声』 

祈  禱 

讃 美 歌  355 主をあおぎ見れば 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 542 世をこぞりて 

祝  禱   後  奏        

 イエスが神殿で乱暴狼藉を働く場面(ﾏﾀｲ 21:12~13)」。この箇所は幾度も目を留め、皆さんも鮮やか

に覚えていると思う。だが、ひと暴れ後のことは、存外見過ごされている。今日はそこに注目したい。 

「境内では目の見えない人や足の不自由な人たちがそばに寄って来たので、イエスはこれらの人を

癒された。他方、祭司長たちや、律法学者たちは、イエスがなさった不思議な業を見、境内で子供た

ちまで叫んで、〔ダビデの子にホサナ〕と言うのを聞いて腹を立てた(21:14~15)」。 

「ダビデの子にホサナ」とは、イエスが乱暴狼藉をする前、城壁都市エルサレムに入城する時に発

せられた群衆の讃美(21:9)。子供たちの叫びはその残響なのか。それではなぜ、子供たちだけが「ダ

ビデの子にホサナ」と叫んでいるのか。先ほどまで熱烈歓迎していた群衆は、今どこにいるのか。 

状況から想像できる。イエスは神殿での献げ物に必要な小商いをぶち壊し(21:12)、預言を引いて「わ

たしの家は、祈りの家と呼ばれるべきである(ﾏﾀｲ 21:13,ｲｻﾞﾔ 56:7)」と信仰の原則を主張する。こんな

ふるまいに、元来保守的な群衆は「ありゃ、ここまでやるとは思わなかった」と腰が引けてしまった。 

群衆が口をつぐんでも、キリストの真実は障害者や子供たちを介して響き続け、常識や秩序で遮ら

れることはなかった。ひと悶着あっても、盲人や身障者のイエスに対する希望は変わらず、彼らはイ

エスに近づいて癒された(ﾏﾀｲ 21:14)。ところが信仰の権威者らの反感は、目の前で力ある業を見せつ

けられてかえって増幅した(21:15)。権威者らは、子供たちが英雄ダビデとイエスを重ねて讃えること

に憤ったが(21:15)、それだけでなく彼らの感情は更にこんがらがっているんじゃないか。群衆の腰が

引けたことはひと安心だが、奇跡は疑いようがなく、子供たちはキリスト讃美をやめない。心の隅で

は「もしかすると本物かも」という畏れや嫉妬があり、神殿管理者としても狼藉者は放っておけない。 

私たちの感情も折々こんがらがらがってしまう。初期仏教や心理療法では、心のこんがらがった所

を見つめて解きほぐし、自由になっていくという手順を踏むが、私たちはどうするのか。イエスは「幼

子や乳飲み子の口に、あなたは賛美を歌わせた(21:16)」という言葉を読め、と権威者らに言った。 

 「天に輝くあなたの威光をたたえます。幼子、乳飲み子の口によって。あなたは刃向う者に向かっ

て砦を築き、報復する敵を絶ち滅ぼされます(詩編 8:2b~3)」。「天に輝く神の威光」を子供たちの口が

讃える。それだけではない。その讃美は「刃向う者」への砦にもなる。最も弱い子供が讃える神の威

光は、常識という「敵」から人間の可能性を守る砦となる。キリスト讃美は天から地にもたらされた。 

 私たちのこんがらがる心の底には、「子供たちの讃美(ﾏﾀｲ 21:15)」が常に響いている。群衆は調子に

乗って「ダビデの子ホサナ」と叫んだが(1:9)、常識と秩序によって耳を塞いでしまった。信仰の権威

者らは子供たちの声を聞いているのに(21:16)、こんがらがらがった感情で反感をつのらせた(21:15)。 

私の内には混交したざわめきがあり、そのただ中に十字架が建てられている。十字架の傍らで私は、

子供たちの讃美を聴く。愛され、赦され、死の拘束からも解き放たれる私として、永遠の響きを聴く。 

人を黙らせても石が叫びだす(ﾙｶ 19:40) キリストの真実は抑えられない 強者が口をつぐんでも 

弱者は救いを叫び続ける 人の器は五十歩百歩 空っぽ部分にキリストが満ちるから これが頼み 

本日礼拝後に役員会。7/10(土)1:30～3:00聖書研究会。7/11礼拝後に臨時総会を開きます。議題は

役員選挙。牧師の動き:7/12 東京出張、7/14山梨 YMCA で聖書の話、7/15甲府刑務所で終日教誨。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


